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百万円 百万円

1843 ㎡ 1843 ㎡

＊売上高は弊社決算月に基づいた年間売上高　　処分･収集運搬実績についてはマニフェスト報告に

 　基づいた年度期間の実績を用いています

産業廃棄物の中間処分業

事業の規模

無料にてお見積もりいたします。

産業廃棄物料金

料金につきましては、種類・量・距離により計算いたします。

当社、有限会社　ダストワークまでご相談ください。

収集運搬実績 5155.47t（H25.4～H26.3）

従業員数 14人 15人

法人設立年月日：Ｈ１３年１１月１日　　資本金：３００万円

売上高 108.1104.7

活動規模

4872.07t（H25.4～H26.3）

第13期（H25.11～H26.10）

処分実績 2803.8t（H25.4～H26.3） 3577.37t（H25.4～H26.3）

床面積

第12期（H24.11～H25.10）

静岡県沼津市西島町19番15号

[環境管理の責任者及び担当者氏名、連絡先]

事業の内容

産業廃棄物収集運搬業・一般廃棄物の収集運搬業

事業の概要

[事業所及び代表者名]

有限会社　ダストワーク　　代表取締役　元杉智子

[所在地]

総括環境管理責任者　　代表取締役　元杉智子

メール：dustwork@view.ocn.ne.jp　ＵＲＬ：http://dust.beblog.jp/

総括環境管理責任者　　工　 場 　長　江本明夫
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 　Ｈ24.3.28～Ｈ29.3.27

台数 台数

1 1

1 1

1 1

2 1

1 1

1 1

1

圧縮梱包施設

繊維くず：2.70ｔ/8ｈ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：3.57ｔ/8ｈ 木くず：4.86ｔ/8ｈ

金属くず：6.53ｔ/8ｈ 紙くず：3.57ｔ/8ｈ

紙くず：8.10ｔ/8ｈ廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：9.40ｔ/8ｈ

繊維くず：1.75ｔ/8ｈ

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず：4.42ｔ/8ｈ

清水町

フォークリフト

ユンボ（大）

ユンボ（小）

重機の種類

2900kg

破砕施設

車両の状況

塵芥車
ダンプ

車両の種類

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ

350ｋｇ

－

軽トラック

軽乗用車

　Ｈ26.4.1～Ｈ28.3.31

県及び市

静岡県

静岡県

三島市

Ｈ17.9.13交付

　Ｈ26.11.27～Ｈ31.11.26

Ｈ17.9.13交付

2500kg

第490号

第49107045720号

許可内容

　Ｈ26.4.1～Ｈ28.3.31

第2201083338号

許可番号

第2221083338号

第24327号

第11号

有効年月日

　Ｈ26.2.23～Ｈ31.2.22

第301号

最大積載量

6300ｋｇ

区分

金属くず商

産業廃棄物処分

産業廃棄物収集運搬

一般廃棄物収集運搬

最大積載量車両の種類

古物商

一般廃棄物収集運搬

解体工事

3700kg

7100ｋｇ

2000kg

2000kg2000kg

ホロー車 2000kg

工場の設備

1800kg

台数

1

1

1

バン
脱着式装置付き

ｺﾝﾃﾅ専用車
4100ｋｇ
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エコアクション２１　実施体制

代表取締役　　元杉智子

環境管理責任者　　江本明夫

環境管理事務局　　森法恵

役割

部門 内容

車両安全管理
遠藤・神戸・元杉（浩）

環境経営
江本・後藤・寺尾

省エネ
佐藤・春田

環境美化
寺田・真野・鈴木

もったいない委員
元杉智子・大崎・深澤

環境管理責任者
全体の評価・見直し改善・任命・ｴｺ21への資金準備

社外安全管理・施設管理・従業員へのﾏﾆｭｱﾙ指導

車両安全管理 車両点検表のとりまとめ

環境経営 環境に関する知識の向上

身近に感じるもったいないの提案

工場の処理工程図

一般事業所 工場内

省エネ 節電・節水・ｴｺドライブの指示

収集運搬 収集運搬

破砕 再生

環境美化 清掃の指示

産業廃棄物

圧縮 処分場

もったいない委員
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2.許可車両のエコドライブを実践し、二酸化炭素排出量削減に努めます。

3.工場内の省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量削減に努めます。

1.受け入れた廃棄物のリサイクル率の向上を目指し、再資源化に取り組みます。

4.洗車時などの節水に努め、水総排水量を削減じます。

環境方針

［基本理念］

　有限会社ダストワークは、廃棄物収集運搬・処分を通じて循環型社会に対応し、事業のあらゆる
分野で環境に配慮した行動に努め社会に貢献いたします。

［行動方針］

有限会社ダストワークは、基本理念の実現に向け、以下のことに取り組みます。

制定：H19年2月1日

改定：H21年4月1日

有限会社ダストワーク

代表取締役　元杉智子

5.安全な作業を心がけ、火気・粉塵・騒音・臭気に細心の注意の払い、環境汚染対策を行います。

6.この環境方針を、従業員に周知いたします。

7.この環境方針を、広く一般に公開します。

8.環境関連の法規・条例を遵守します。
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H25年度の実績が設備増加等により、基準としている21年度実績と大きく差がでてしまった為、

新たにH25年度を基準とし、その実績に対し次年度以降の削減率および目標数値を定める。

＊車両燃費向上は収集運搬量1ｔ当りの軽油使用量です。　 （4月～3月実績評価）

単位

kg-co2

kg-co2/百万円

購入電力 kwh

ガソリン使用量 Ｌ

軽油使用量 Ｌ

液化石油ガス（ＬＰＧ） kg

kg

㎥

品

Ｌ/ｔ

％

29年度までに4％削減する。グリーン購入は4品以上購入する。車両燃費は8％向上を維持する。

単位 Ｈ25年度実績 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

kg-co2 134,210 131,538 130,222 128,842

kg-co2/百万円 1,333 1,306 1,293 1,280

購入電力 kwh 19,050 18,671 18,484 18,288

ガソリン使用量 Ｌ 1,929 1,891 1,872 1,852

軽油使用量 Ｌ 46,050 45,134 44,683 44,208

液化石油ガス（ＬＰＧ） kg 14 13.8 13.7 13.4

kg 149 147 146 144

㎥ 131 129 128 126

品 1品以上 2品以上 3品以上 4品以上

Ｌ/ｔ 0.076 0.078 0.079 0.082

％ -

13.9

148

14

149

環境への負荷実績と環境目標

短期目標

1,319

134,210 132,867

1,333

45,590

1,929

46,050

19,050 18,860

1,910

事業系一般廃棄物排出量

水使用量

グリーン購入

車両燃費向上

中期目標

0.0770.076

130

2品以上

131

1品以上

廃棄物リサイクル率向上 90%以上-

項目 Ｈ25年度実績
H26年度目標数値
「目標削減率1％」

二酸化炭素排出量

売上百万円当たり（25年度売上　100.7）

90％以上を維持

項目

二酸化炭素排出量

売上百万円当たり（25年度売上　100.7）

事業系一般廃棄物排出量

車両燃費向上

廃棄物リサイクル率向上

グリーン購入

水使用量

7



平成23年度東京電力二酸化炭素排出係数　0.464 を使用

単位 達成状況

kg-co2 ○

kg-co2/
百万円 ○

kwh ×

Ｌ ×

Ｌ ○

kg ○

kg ×

㎥ ○

品 ○

Ｌ/ｔ ×

％ ○

ガソリン車の増車が原因と思われます。来期は車輌の入れ替えをし、また

無駄の無い運搬経路を考え削減に努めます。

目標は達成しましたが、運搬量の増加に伴い使用量も増加します。

増車の検討もあり、今後車輌点検・エコドライブに心がけ燃費向上に向け

周知徹底していきます。

売上百万円当たり（26年度売上108.1） 1,319 1,178

液化石油ガス（ＬＰＧ） 14 14

購入電力 18,860 18,872

ガソリン使用量 1,910 3,631

軽油使用量 45,590 41,969

環境目標に対する実績評価

Ｈ26年度（Ｈ26年4月～Ｈ27年3月）

二酸化炭素排出量 132,867 127,370

項目 Ｈ26年度目標数値 Ｈ26年度実績数値

事業系一般廃棄物排出量 148 150

廃棄物リサイクル率 90% 90%

水使用量 130 126

車両燃費向上 0.077 0.076

2グリーン購入 2

項目 分析と評価

結果の分析と評価

購入電力

目標数値より多少増加してしまいました。

仕事量の増加により目標数値に届きませんでした。継続して施設内の機械、
社内電気の節電に努めます。

目標達成出来ました。

二酸化炭素排出量
ガソリンの使用量が大幅に増加しています。

水使用量
継続して全社をあげて意識を高めるよう努力します。

回収コースを見直し、ガソリン車を入れ替えます。営業者についてはエコ運転
を心がけ削減に努めます。

軽油使用量

事業系一般廃棄物排出量
目標数値より増加してしまった。

排出量の計測、分別を今後も続け、意識して減らしていきます。

目標達成出来ました

ガソリン使用量

目標数値より大幅増加してしまいました。
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推進計画 取り組み項目 具体的方法 担当者 4～7月 8～11月 12～3月

真野

寺尾

真野

神戸

真野

神戸

佐藤

春田

大崎

榊

省エネ機器購入推進 新規購入の際検討する 後藤

ミスコピー裏面活用 仮印刷には裏紙を利用 大崎

紙使用量の削減 ペーパーレスに努める 榊

事務所、現場ｺﾞﾐ削減 分別の徹底 寺田

洗車時の節水 水をこまめに止める 遠藤

手洗い時の節水 ポスターの貼り付け 榊

紙のリサイクル 新聞・雑誌名刺大以上の紙 元杉

缶・瓶・ペットボトルの
リサイクル

分別の徹底 鈴木

鈴木

寺尾

神戸

遠藤

グリーン購入の推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入品の確認 該当商品の購入 後藤

佐藤

春田

佐藤

寺田

環境活動計画

点検項目にそって点検し車
両点検表を毎日記入する。
定期的に整備をする

エコドライブ１０のすすめ
最短ルートの策定

顧客の状況に応じた見直し

車両の点検、整備
・整備　2ヶ月に1度

・点検　運行前後

運行時

随時
二酸化炭素排出量の削減

（電力使用量
化石燃料使用量）

・温度設定（夏季28℃、冬季20℃）

全員

ﾍﾙﾒｯﾄ・安全靴・長袖長ズ
ボン・防塵マスク着用

処理施設及び重機の点検

不用電源のオフ
アイドリングストップ

エコドライブ

収集ルートの見直し

処理施設の省エネ

施設内、作業前点検　重機
の日常点検（ﾁｪｯｸｼｰﾄ記
入）　　年１回メーカー点検

事務所内の省エネ
不用電気の消灯
エアコン温度設定
未使用電源ＯＦＦ

安全具の使用

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ月２回
ｴｺｱｸｼｮﾝについて、記録に
残す（出席者・月日・内容）

処理施設における
環境への配慮

リサイクル率の向上 受入廃棄物の分別の徹底

粉塵・騒音・異臭への
対策

処理施設内での作業中、
シャッターを閉める、ミスト

を使い散水する

廃棄物排出量の削減

リサイクルの推進

安全管理

水使用量の削減

従業員への周知
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平成26年度　　環境活動計画・チェック表

環境活動計画

（環境活動レポートの「環境活動取組み計画」を簡略に転載） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①室内空調の管理（夏季：27℃、冬季22℃） ○ ○ ○ ○ ○ ○

②ＯＡ機器・証明機器の買換時の省エネ機器購入推進 △

③不要時の照明消灯 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○

④「節電」ステッカーを貼り節電意識の徹底を図る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①社用車でのエコドライブの推進 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②社用車の定期的整備の推進 ○ ○ ○ ○

③社用車に省燃費に有効なｴｺ整備、車検・ｴﾝｼﾞﾝ洗浄を実施する ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △

①社用車でのエコドライブの推進 △

②社用車の定期的整備の推進 △

③社用車に省燃費に有効なｴｺ整備、車検・ｴﾝｼﾞﾝ洗浄を実施する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①給湯設備の使用制御 ○ ○ ○ ○ ○

①古紙や缶、瓶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別を徹底し、ﾘｻｲｸﾙ率を上げる △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②裏紙の使用などペーパーレスに努める ○

①トイレの水量調整、手洗い時に水道をこまめに止める ○

②洗車時の節水 △ △ △ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

③ポスターを貼り、意識の徹底をする ○

①作業前点検、重機の日常点検、年１回のメーカー点検 ○ △ △ ○ △ △ ○ △ △ △ ○ ○

②処理施設内の整理、整頓、清掃 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

③ヘルッメト、安全靴、長袖長ズボン、マスクなど安全具の着用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①事務用品、事務用機器の該当商品購入 △ ○ ○グリーン購入の推進

前年度の
1％の削減

水使用量削減

安全管理
整理・整頓　清掃の推進

前年度の
1％の削減

ガソリン使用量
削減

前年度の
1％の削減

廃棄物排出量削減

二
酸
化
炭
素
の
内
訳

前年度の
1％の削減

軽油使用量削減

前年度の
1％の削減

ガス使用量削減

前年度の
1％の削減

電力使用量削減

管理項目

・環境活動計画の評価・・○：できている、△：充分ではない、×：できていない

年度目標
責
任
者

1/4期 2/4期 3/4期 4/4期
総
合

*平成26年度：平成26年4月～平成27年3月
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結果と評価
次年度の取組内容

数値としては未達成ではあるが、目標値に近い使用量で終了出来た。電力の多い季節だ
けではなく、日々各自が意識し節電へ取り組む。

環境目標・活動計画の取組と評価、次年度の取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

目標達成出来たが、ガソリン使用量の大幅な増加が目立つ。他の使用量については、現
状の使用量を保てるよう削減に努める。

二酸化炭素排出量

購入電力の削減

取組内容
・不用電気の消灯、電源OFF　　・ＰＣ不用時の電源ＯＦＦ
・エアコン温度管理（夏季28℃　冬季20℃）　　・節電シールの貼り付け
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・車両点検表を毎日記入（走行距離、給油量、整備）
・毎月各車両の燃費計算　・収集運搬ルートの確認
・エコドライブの徹底

ガソリン、軽油使用量の削減・燃費の向上

取組内容

目標達成。コピー用紙・紙くずの再利用・分別徹底したことによる結果。廃棄する前に、リ
サイクル出来ないか考える。

結果と評価
次年度の取組内容

目標未達成。ガソリン使用量の大幅な増加に基づき二酸化炭素排出量の増
加に影響している。所有ガソリン車の台数・運搬ルートの見直しを図る

ガソリン

目標未達成。運搬量の増加に伴った使用量の増加。ガソリン車から軽油へ
の変更を検討すると同時に運搬ルートの見直しを図る

軽油

結果と評価
次年度の取組内容

廃棄物排出量削減

・ゴミの分別の徹底　・裏紙使用　・両面集約印刷
・封筒の再利用　・排出量の把握（週に1.2回軽量し記録する）

取組内容
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持込された廃棄物を工場内で素早く仕分けを行い、蓄積しないようにする。

持込されるお客様に　極力分別して出していただくようお願いする。結果と評価
次年度の取組内容

水使用量削減

取組内容
・節水呼びかけポスターの貼り付け　・洗濯をまとめて洗う
・洗車は効率よく、短時間で行う

結果と評価
次年度の取組内容

目標達成。今年度も引き続き各自が節水への意識を高め取組を継続する

グリーン購入

取組内容

取組内容

結果と評価
次年度の取組内容

・グリーン購入品の確認、購入状況の把握

事務用品などの購入時には特に「エコマーク認定商品」を意識して購入する。今後も継続
して取り組む。

廃棄物リサイクル率向上
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

環境物品の購入

浄化槽の設置・保守点検・清掃 年4回保守点検、1回清掃

契約（書）の締結

毎年6月30日までに報告

許可、許可証更新

マニフェストの保管 5年間

投棄禁止

年1回

5年間

確認日Ｈ27年3月31日

不法投棄を行わない

環境基本法

循環型社会形成推進
基本法

グリーン購入法

消防法

浄化槽法

環境関連法規等の遵守状況・違反、訴訟等の有無

実地記録の保存 5年間

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

マニフェストの管理 Ｄ．Ｅ票の返却

排出事業者との委託契約

廃棄物の処理及び清掃
に関する法律

静岡県産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

環境関連法規等の遵守状況

マニフェストの期間内返却 90日以内、または180日以内

廃棄物の悪臭・飛散防止 荷台にシートを被せる等

年間集計と県への報告

処分委託先の実地確認

関係機関からの指摘、利害関係者からの控訴も過去３年間ありませんでした。

違反、控訴等の有無

3Ｒへの努力 循環的な利用を促進

事業者の一般的責務

火災の予防 消化訓練の実施

環境保全 ｴｺｱｸｼｮﾝへの積極的取組
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評 価 と 見 直 し 

 

今回は、中間審査で達成できなかった項目について見直しをしました。まず、

ガソリンの使用量です。中間審査ではガソリン車の導入で大きく数値が上がっ

ていました。そこで、車両の必要性、回収ルートの見直しで、入れ替えを決断

しました。来期にはこの結果が出てくると思います。軽油の使用量の増加もあ

りますが、仕事量の増減で変化がある為、判断しにくい点もあります。今後も

車両の点検、オイル交換・タイヤの空気圧など、改めて意識を高めて取り組ん

でもらいます。 

今年は、想定される火災時の消火訓練を行いませんでした。今後は、年に一

度時期を決め必ず行っていきます。訓練では、水消火器を借り、正しい持ち方、

使用方法など説明してもらい、実際に使用してみようと思っています。普段使

うことのない消火器ですので、実際火災が起こった時に慌てることが無いよう

訓練したいと思います。 

次に、環境活動計画チェック表ですが、今は月に一度ミーティングの際に、

出来たか出来なかったかと聞き取りを行っております。ですが、今後はもう少

し具体的な内容で、○×だけでなく意見を聞いていきたいと思います。 

この 4 月からエコアクションの担当者が変わり、なんとかまとめた感じとな

りました。来期からは意味を十分理解し、取りまとめていってほしいです。 

代表取締役 元杉智子 
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